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わが国における戦後の作文 ･綴 り方教育は,国分一太郎著 『新 しい綴方教室』 (1951(昭
和26)年 2月28日 日本評論社)と,無着成恭編 『山びこ学校』 (1951(昭和26)年 3月 5
日 青銅社)の刊行を契機として,復興 ･興隆したとされている｡
本稿では,このような動きを担った 『山びこ学校』を取 り上げ,その成立の背景,契機と
なった文集 ｢きかんしゃ｣のありようを明らかにするとともに,わが国の戦後作文 ･綴 り方
教育史における位置や意義,果たした役割や評価等について考察を行う｡ 
Kewrs: 山びこ学校』yod 戦後,作文 ･綴り方,生活綴り方,無着成恭,『
1.はじめに 1995 (平成 7)年 7月17日 岩波書店
わが国における戦後の国語科教育 ,わけても作 これらのうち③と④は,②を底本としている
文 ･綴り方教育は,一方で,戦前の豊かな理論的 ･ ことがうかがえる｡ ③には 『ふぶきの中に 山
実践的成果の集積を継承し,また一方で,戦後の新 びこ学校の詩集』 (1952 (昭和27)年 3月15日
たな理論的 ･実践的なあり方を模索し,独自の形で 新潮社 )から 12編の詩が掲載されている｡
生成 ･発展して行った｡ また,①と②は,生徒の文章 ･詩が 3カ所で前
このような戦後の作文 ･綴 り方教育の歴史の中 後していること,2つの文章の表題が ｢僕の家｣
で ,『山びこ学校』 (無着成恭編 1951 (昭和 26) と ｢ぼくの家｣,｢学校はどのくらい金がかかる
年 3月 5日 青銅社)の占める位置は大きい｡ か｣と ｢学校はどのくらい金がかかるものか｣
同書は,山形県南村山郡 (現在の山形県上山市) と違っていること等の他に差異は見られない｡
の山元中学校で刊行 された文集 ｢きかん しゃ｣ また,生徒の文章 (37編),請 (16編)の配列 
(1949 (昭和24)年 7月から1951(昭和 26)年 3月 (掲載の順序 )に特段の編集意識をうかがうこ
までの間に刊行され,誌齢 14号を数える｡)に掲載 とはできない｡
された生徒の文章を集めた ｢作品集｣として刊行さ この 『山びこ学校』の背後には,指導者 ･無着成
れたものである｡ 慕 (1927 (昭和 2)年～)の文集 ｢きかんしゃ｣を
※ ･『山びこ学校』は現在までに下の 4種が刊行 中心とした作文 ･綴 り方教育実践があったことがう
されている｡ かがえるが,その刊行当初から ｢『山びこ学校』は
① 『山びこ学校』 わが綴方運動三十年に大きな画期をもたらした｣ 
1951(昭和26)年 3月 5日 青銅社 (注 1),｢『山びこ学校』が日本中の山々に,村々に,
② 『新版走本 山びこ学校』 大きなこだまを呼び起こし,それと前後して生活綴
1956 (昭和 31)年 3月15日 百合出版 方の火の手はりょう原の火のように燃えひろがって
③ 『山びこ学校 付 ｢吹雪の中に｣抄』 いった｡｣(注 2)と評価され,ベス トセラーとなる
1969 (昭和44)年 9月 30日 角川書店 とともに劇化 ･映画化される等,その反響は教育界
④ 『山びこ学校』 だけではなく,広く日本全国に及んだ｡
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校に赴任し, 1年生を担任する｡ この生徒たちが 2
年生になった (1949(1924)午) 7月に文集 ｢きか
んしゃ｣が創刊されている｡
すでに取 り上げたように,無着成恭が須藤克三か
ら生活綴 り方 (教育)についての話を聞いたのは 
1948 (昭和 23)年 9月とのことである｡ その直後













なものとして第 2号 (1950 (昭和 25)年 1月 1日







文集 -州 等,多様な意図 ･目的を持った編集形
態が見られること｡







かんしゃ｣第 2号の目次 ･構成を取 り出すと,それ
は,次のようになっている｡
さかんしゃのことば (巻頭言) 




･日記 (3) 長橋アヤ子 
(以下, 10名の生徒の ｢日記｣10編略
一引用者) 








3.原稿用紙の使い方 (無着成恭) ･･･ 28 





(以下, 37名の生徒の短文 37編略 
-引用者) 
(無着成恭の ｢あとがき｣) 










8.製本者のことば (江口江-) ･･･ 61
上の目次 ･構成のうち,｢さかんしゃのことば 
(巻頭言 )｣と 7の ｢編集後記｣は無着成恭から読み
手である生徒 -の文章, 6の ｢教室から :お父さ
















でのせた｡｣ものである｡ これらの, 2の ｢葉書｣ , 
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して,冒頭に置かれた評語,および 5, 7, 8の評

























んしゃ｣第 2号における 3の ｢原稿用紙の使い方｣




このような,作文 ･綴 り方を目的としない作文 ･








刊行の 1か月後に発行された同誌第 3号 (1951(昭

























































































教育科学研究会の機関誌 ｢教育｣の創刊第 1号 





















































間教育の一般化のために-』 (1951(昭和 26)午 ll
月20日 青銅社)は,『山びこ学校』の出版 (1951 
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